1． 群馬腎不全看護セミナーによる

「血液透析看護共通転院サマリー Ver.２」の特長

透析患者は透析施設間の転入・転出を行うことも少なくなく、施設移動をしても継続看護を行うことが必要となります。その継続看護実施の鍵を握るのが、転院サマリーです。しかし、既存の転院サマリーは、透析条件など治療的視点の記載にとどまっており、看護の視点が欠けているものが多く、透析患者の継続看護が十分できているとは言いがたい状況でした。

そこで、本セミナーでは医学情報だけではなく、看護情報が網羅できる各施設共通転院サマリーを作成することにしました。2008年4月より作成に着手し、幹事間で10回以上の会議を行い討論を重ね、新しい転院サマリーを作成しました。これがこの「群馬県腎不全看護セミナー©  血液透析看護共通転院サマリー Ver.2」です。各施設で透析患者の継続看護を行っていただくために、CDにして配布することにしました。

本サマリーの特長は、以下の通りです。

１．医学情報や透析条件だけでなく、看護情報の記載ができる。

・ 身体的、心理的、社会的問題が、自由記述できる。

・ 「自己管理」、「実施した教育内容」、「安全に関わる評価」など、看護に必要な項目を記載できる。

・ 電子カルテなどの定型書式転院サマリーがある施設でも使えるように、看護サマリーだけ単独作成した。

２．必要事項は極力選択式にして、記述の合理化と簡素化を図った。

・ 必要事項はプルダウンにした。

・ チェックボックスにチェックを入れるだけの簡易式とした。

　３．記載事項は、エビデンスや統計データなどを元に決定した。

　　・ 「自己管理」や「実施した教育内容」の数項目は、日本透析医学会などの統計データを元に、必要事項を決定した。

　　・ 「安全に関わる評価」は、複数のADL評価表などを参考に決定した。

　４．「血液透析看護共通転院サマリー Ver.２」は、「血液透析看護共通転院サマリー Ver.１」の評価を元に、修正した。

　　・ Ver.1について、看護師にアンケートを行い、その回答結果から改善が必要であった「見やすさ・書きやすさ」を修正した。

　　・  看護情報に関わる項目は、回答者の施設で現在使っている転院サマリーよりも、統計的にも有意に良いと評価された。

なお、「血液透析看護共通転院サマリー Ver.２」（エクセル・ファイルメーカー両版）の使用や、院名等の編集に関して本セミナーへの連絡等は不要ですが、末尾の「群馬県腎不全看護セミナー© 血液透析看護共通転院サマリー Ver.２」は消さないようお願いします。
　この「群馬県腎不全看護セミナー© 血液透析看護共通転院サマリー Ver.２」を患者の転院時に使用することにより、よりよい継続看護が実施されることを願っています。
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